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【緒言】希土類元素のドープされた LiCaAlF6（LiCAF）結晶は，中性子検出用シンチレータとし

て開発され，その利用が急速に進んでいる．特に，Ceをドープした結晶では，中性子検出イベン

トとガンマ線検出イベントで，検出信号波形が異なることを利用し，両者の弁別能を備えた検出

器の開発が進められている．いずれの検出イベントの場合でも，Ceの発光に帰属されるシンチレ

ーション成分は，非常に遅い立ち上がりを示す．この立ち上がりは，放射線入射によりホストで

生じた励起状態の，発光中心となる Ceへのエネルギー移動過程を反映している．本講演では，こ

の立ち上がりを定量的に解析した結果を発表する． 

【実験方法】紫外域のパルス LEDあるいはパルスＸ線を励起源として，単一光子計数法にて時間

プロファイルを取得した．試料は，融液中での Ce濃度が 2%の条件で作製した Ce:LiCAFである． 

【結果と考察】図１および図２に，発光およびシンチレーションの時間プロファイルをそれぞれ

示す．発光の時間プロファイルでは，パルス LEDにより，ホスト結晶ではなく，発光中心である

Ce3+が励起されている．発光の場合では，立ち上がりは装置分解能よりも有意に遅いものの，2 ns

以内であった．一方，シンチレーション時間プロファイルは，高速成分と，遅い立ち上がりの成

分から構成されていた．ガンマ線での高速成分は，講演者らにより，主にチェレンコフ放射であ

ることを明らかにした．しかし，本研究では 30 kV のＸ線管を励起源として用いているため，チ

ェレンコフ放射は生じない．既報では，放射線照射後の Ce:LiCAF 結晶で，Ｘ線管を励起源とし

て用いた場合でも高速成分が観測されており，照射により生じた欠陥によるものと帰属されてい

る．本研究で見られた高速成分も同様に帰属される．一方，Ce3+による発光に帰属される，より

立ち上がりの遅い成分では，およそ 20 ns後にシンチレーションの最大値が観測された．即ち，ホ

ストから Ce3+へのエネルギー移動に，10 nsオーダーの時間を要することが明らかとなった． 
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図１ 発光時間プロファイル 
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図２ シンチレーション時間プロファイル 
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